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第
二
十
四
号

（
附
和
十
三
年
十
二
月
廿
五
円
発
行
〉

制

心

の

法

門

遠

是

妙

肌
ハ
門
教
義
に
対
す
る

一
研
究

清

竜

山

立
正
観
紗
に
対
す
る
疑
義
に
就
て

山

知H

応

俊

陀

那

輝

師

の

浄

顕

義

浄

評

に

就

て

小

是

恭

妙

法

寺

記

並

に

原

本

に

就

て

塙

義

遜

本
宗
重
要
教
判
と

し

て

の

教

観

樋

脱

相

対

中

良

英

日

連

聖

人

遺

文

に

於

け

る

国

神

勧

請

義

望

歓

厚

即
身
成
仏
研
究
序
説

室

一

妙

御

遺

文

に

あ

ら

は

れ

た

る

下

積

思

想

武

海

正

対

支

布

教

と

我

徒

の

周

忌

結

城

瑞

光

文
学
些
一一一言

斉

藤

要

輸

文

正

治

国

論

を

拝

読

し

て

中

沢

市

女

実

波

木

井

書

に

於

け

る

良

の

方

の

管

見

難

波

智

竜

信

仰

と

人

間

生

活

証

音

寺

恵

進

レ
ム
プ
ラ

ン
ト
の
創
作
に

就

て

の

膜

想

原

降

二

O
法
主
即
管
長
制
度
確
立
讃
辞
。

祖
廟
中
心
制
度
の
現
在
と
将
来

法
国
冥
合
の
現
証

給
仕
精
神
の
高
揚

第
二
十
五
号

（
昭
和
十
五
年
二
月
廿
五
日
発
行
）

堀柴塩

田林川水膝二合田住月
回出

竜一孝

主
山
浄
土
観

本
門
事
観
史

日
蓮
教
学
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
惣

及
び
様
相

予
の
安
心
立
命

実
践
哲
学
と
し
て
の
一
念
三
千

哲
学
余
滴

（
世
界
観
人
生
観
と
哲
学
）

宗
学
試
案
の
中
か
ら

純
粋
京
学
本
質
論
の
資
料
と
問
題

初
盆
同
綱
要
の
四
槌
一二
段
判
に
於
け
る
底
上
相

に
つ
い
て

事
相
と
事
法
門

外
道
の
書

お
も
い

つ
く
ま
L

設
法
の
理
念
と
そ
の
民
閃

淳能 j問

判
立
三
十
周
年
記
念
日
7

J

第
二
十
六
号

（
昭
和
十
六
年
三
月
五
日
発
行
）

波
木
井
公

一
族
と
身
延
山

本
仏
実
在
を
中
心
と
せ
る
統
融
的
宗
教

新
体
制
下
に
お
け
る
本
質
宗
学
よ
り
の
提
題

木
尊
の
本
体
に
つ
い
て

十
如
是
事
の
研
究

へ
i
ゲ
ル
の
宗
教
刊
学

塩遠浅室武望守北執小塚中田里 執武室山詰［

田藤デ｜二屋尾月問主ム，J1
t
 

n 中 iii奇木沢EB 見行 田住 川

義是要日舜貰一 海海要泰竜竜泰海海ー智義

遜妙麟妙正勝教大秀励雄 l量 実
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本
凶
仏
教
の
現
状

蒙
古
の
明
鰍
教

給
仕
第
一
精
神
の
検
討

専

門

学

校

昇

格

記

念

号

ノ

第
二
十
七
号

（
昭
和
十
七
年
三
月
十
日
発
行
）

治
副
利
民
皆
由
法
華
ノ
事
（
心
性
述
師
真
筆

談
義
書
〉

伝
教
の
円
頓
戒
に
就
て

大
信
の
発
動

当
家
三
益
論
略
説

別
頭
教
観
論

事
成
院
日
寿
師
と
そ
の
教
学

根
本
二
部
対
立
考

第
二
十
八
号

（
昭
和
十
八
年
六
月

一
日
発
行
）

法
日
平
摘
の
研
究

山
必ず
と
は
何
ぞ

l
絶
対
自
覚
の
学
と
し
て
｜

叩
始
仏
教
に
於
け
る
善
悪
の
意
義

日
本
道
総
思
想
の
性
格

仏
教
の
自
然
観

人
生
背
と
山
教

川内
部
川
輪
論
に
表
れ
た
大
衆
部
の
仏
身
剛

一叫ん唄

に
於
け
る
五
戸
音

'.'.JS青~r 日田端 室 塩望山里望坂室頃石望中

相H日沢遠田住田辺月回川 月沢 見月本住

正安易海英正是一義」 ー’ー
辛 一 薮是 海要泰舜

実来法

自
我
意
識
の
宗
教
的
以
開

仏
教
の
現
代
的
意
義

爆

進

寛

能刻、光

回

勝十l

須河

弁

人

第
二
十
九
号

（
戦
後
復
刊
号

・
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
二
日
発
行
）

復
刊

の

辞

松

木

本

興

唱

題

思

想

の

根

底

と

其

の

帰

結

塩

田

義

遜

純

粋

宗

学

の

綱

領

的

展

開

室

住

一

妙

御

消

息

文

の

分

類

研

究

斉

藤

竜

週

同
広
中
師
に

つ

い

て

秋

山

智

孝

党

唄

に

口

伝

さ

れ

た

五

調

子

と

そ

の

施

法

石

川

是

行

原

子

論

と

仏

教

坂

本

幸

男

有

部

に

於

け

る

存

紅

の

概

念

里

見

泰

穏

需

魂

不

滅

の

問

題

波

多

野

通

敏

イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
心
理

御

間

生

桂

三
郎

。
第
五
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
安

（
昭
和
二
十
七
年
十
月
二

十
四

・
二
十
五
日
）

諸

法

実

相

論

田

村

芳

朗

日

蓮

法

華

宗

の

現

代

的

旗

附

浦

上

芳

武

教

観

双

用

法

華

経

安

心

深

敬

讃

詩

話

網

脇

竜

妙

真

言

宗

に

於

け

る

判

教

の

綱

格

私

見

脇

本

日

禎

日
蓮
聖
ん
書
入
本
「
註
法
華
経
」
の
版
経
に

つ
い

て

兜

木

正

亨

祈
蒔
に
つ
い
て

l
身
延

・
中

山

の

関

係

影

山

発

雄

法
華
経
成
立
史
上
に
於
け
る
見
宝
塔
品
の
重
要
性
木
村
日
紀

( 153) 

順寿知信妙遜行 JI国実穏勝男妙遜



無
作
三
身

の

根

本

批

判

と

本

仏

の

根

本

開

顕

河

合

砂

明

プ
ト
ン
「
普
逝
史
」
に
引
用
せ
ら
れ
し
法
華
経
に
就
て
矢

崎

正

見

宗
学
観
に
於
け
る
個
的
立
場
と
種
的
立
場
茂
田
井
教
亨

本

門

戒

壇

の

性

格

長

井

弁

順

竜
華
像
師
の
布
教
つ
い
て

高

木

豊

罪

障

消

滅

に

つ

い

て

河

村

照

妙
法
華
経
に
見
ら
れ
る
文

体

上

の

特

色

野

村

昌

教
義
と
教

学

芹

沢

哉

本
門
本
尊
の
在
り
方
一
尊

一士
正
意
論

竹

田

潤

現

代

に

お

け

る

日

蓮

主

義

の

進

路

高

木

幹

大
般
浬
柴
経
の
仏

性

論

勝

呂

一

勢

至

菩

薩

経

に

就

い

て

中

村

隆

仏

教

実

在

観

の

現

代

的

意

義

長

谷

川

徳

給

仕

第

一

の

精

神

室

住

妙

第
三
十
号

（
附
和
三
十
年
十
月
十
三
日
発
行
）

大

隻

陀

経

儀

相

の

再

研

究

塩

わ

れ

ら

な

に

を

な

す

べ

き

か

室

法

華

取

要

抄

の

研

究

上

祖
山
学

院

回

顧

録

林

普
を
愛
す
る
者
と
神
を
愛
す
る
者
（
英
文
邦
訳
）梅

理
科
に
お
け
る
分
団
学
習
に

つ
い

て

伊

解

放

前

夜

に

於

け

る

中

国

農

村

の

生

活

町

徽

宗

皇

帝

筆

夏

景

山

水

図

に

就

て

波

多

野

教
育
の
原
理
に
関
す
る
仏
教
哲
学
の
一
任
務
付
疋

住田田田藤沢田

一正瑞昌大日寛耀孝英通是茂敬 是 本 一 義

第
三
十
一
号

（
、
深
見
日
門
学
長
米
寿
記
念
号
）

昭
和
三
十

一
年
十
月
十
日
発
行
＼

日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
前
篇
）

塩

建
設
の
た
め
の
吟
味
｜
純
粋
宗
学
に
お
け
る
室

問
題
学
的
領
域
1

本
尊
勧
請
形
態
の

一
考

察

上

田

本

昌

法
華
経
に
顕
は
れ
た
時
間

里

見

泰

穏

華
厳
経
と
観
法
l
特
に
三
聖
円
融
観
に
つ
い
て

坂

本

幸

男

あ
る
倫
理
学
徒
の
反

省

梅

沢

敬

蔵

宗
歌
の
曲
譜
に

つ
い

て

秋

山

智

孝

中
国
農
村
に
於
け
る
法
意
識
の
変
革

町

是

正

仏
教
哲
学
に
お
け
る
教
育
の

原

理

疋

英

肇

田

義

遜

住

妙

田

( 154) 
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第
三
十
二
号

（
昭
和
三
十
三
年
三
月
八
日
発
行
）

日
蓮
聖
人
の
本
尊
（
後
篇
）

塩

宗
門
史
上
二
三

の
問
題
に
つ
い
て

影

体
系
と
い
ふ
こ
と

室

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
現
生
利
益
の
問
題

上

当
於
如
来
余
深
法
中
示
教
利
喜
に

つ
い

て

望

l
法
華
経
覚
書
｜

マ
ッ
ク

ス
・
ウ
エ

｜
パ
！
に
於
け
る

「
資
本

I

主
義
の
精
神
」
の
研

究

町

、

サ
イ
パ
ネ
テ
ッ

ク
ス
に

つ
い
て
の

一
考
察

佐

藤

正

夫

。
第
九
四
日
蓮
宗
教
学
研
究
大
会
紀
要
（
昭
和
三
十

一
年
十

一
月

一
日

・
二
日
）

田

本一亮義

昌妙 雄遜

田住山

淑

夫

月

是

正

田



日
蓮
大
聖
人
御
遺
文
に
就
て

染
浄
二
性
に
就
て

不
受
不
施
者
の
潜
伏

注
法
華
経
の
注
記
年
代
に
つ
い
て

歓
喜
の
経
典

法
華
経
の
真
髄
は
如
来
行
で
あ
る

即
身
成
仏
実
証
と
し
て
の
如
来
行

本
仏
の
主
体
性
と
カ
ン
ト
の
認
識
論
と
の
交
渉

観
音
玄
義
の
研
究

法
華
経
宝
塔
品
の
成
立
地
域

小
川
泰
堂
居
士
に
就
て

三
法
通
局
と
本
化
妙
行

宗
学
に
お
け
る
体
系
の
問
題

境
田
義
遜
教
授
古
稀
記
念
号

第
三
十
三
号

（
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
八
日
発
行

祝

境

田

教

授

古

稀

松

塩
田
義
遜
先
生
略
年
譜

指
田
義
遜
先
生
著
述
並
執
筆
目
録

法
華
経
に
於
け
る
願
と
受
持
譲
与

境

団

体
系
の
民
間

室

住

日
通
聖
人
と
守
護
神
信
仰

上

田

山
悶
制
定
の
経
過
よ
り
見
た
る
久
遠
寺
の
推

移

林

法
華
料
の
い版
空
に
つ

い

て

望

二
一世
に
つ
い
て

里

華
化
什
溶
に
於
け

る
宗
教
意
識
に
就

て

町

室 中小 野若 森 有 水 斎 山 宮 熊岡

住谷 l崎村 杉川光谷藤中崎王国木
田 見 月

一 良竜耀見博友 竜竜喜 英 海 興本是泰海是本 一 義

第
三
十
五
号

（
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
十
五
日
発
行
）

法
華
経
の
本
尊
と
し
て
の
蔓
茶
緯

塩

田

義

遜

道
徳
的
次
元
の
問
題
に

つ
い
て

室

住

一

妙

開
目
抄
績
仰

H
科
段

室

住

一

妙

デ

l
ヴ
ア
ダ
ツ
タ
の
神
通

長

谷

川

義

浩

華
北
農
村
の
家
族
制
に
つ

い
て
（
前
篇
）

町

田

是

正

ア
メ
リ
カ
文
学
に
於
け
る
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ズ
ム

形
成
と
ド
ラ
イ
サ

l
の
位
置

妙英 雄 昌竜祐逸 人遵 八修潮降

W
－

B
・
イ
エ
イ
ツ
小
論

第
三
十
四
号

（
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一

日
発
行
）

対
系
的
対
決

室

住

日
蓮
聖
人
の
政
治
批
判
に
つ
い
て

上

回

天
親

・
竜
樹
の
内
鑑
冷
然
に
就

て

塩

原
始
分
法
華
経
に
お
け
る
般
若
波
羅
密

望

中
国
史
学
の
基
舵
l
邦
訳
と
研
究
入
門
｜

町

ア
メ
リ
カ
文
学
に
於
け
る
ピ
ユ
l
リ
タ
ニ
ズ

ム
小
論

興正穏淑幹 昌 妙 涯、

第
三
十
六
号

（
羽
山
学
院
五
十
周
年
記
念
号

昭
和
三
十
七
年
十
月
五
日
発
行
）

日
蓮
聖
人
御
帰
倉
よ
り
身
延
御
入
山
ま
で

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
道
徳
的
次
元

（
後
篇
〉

桐大大室 松

谷田月回フK
;;f木森住木

四

ー自
h
日

是海義本 一

昌 妙正淑 遜孝
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孝

一本

妙興



女
人
成
仏

l
変
成
男
子
に
つ
い
て
｜

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
願
」
の
研
究

法
華
経
解
釈
に
於
け
る
吉
蔵
の
法
雲
批
判

法
華
経
に
現
れ
た
神
通

仏
教
保
育
の
基
本
問
題

釈
尊
の
敬
度
に
岡
山
う

華
北
農
村
の
家
族
制
に

つ
い
て
（
後
篇
）

中
国
に
於
け
る
近
代
革
命
思
想
の
発
達
と
消

明
の
滅
亡

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
見
る
生
と
死
な
る
も
の

相
山
学
院
回
顧
録
（
特
揖
記
事
）

第
三
十
七
号

（
本
誌
）

日
通
教
団
の
教
化
伝
道
に

つ
い
て

立
正
平
和
運
動

法
華
経
に
於
け
る
女
人
成
仏

高
等
学
校
社
会
科
「
倫
理

・
社
会
」

る
日
蓮
聖
人
の
取
扱
い
に
つ
い
l

て

マ
ッ
ク
ス

・
ウ
エ

l
パ
！
の
社
会
科
学
方
法

論
の

一
研
究

阿
片
戦
争
ー
そ
の
意
義
と
特
質
に
つ
い
て
ー

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
中
心
と
す
る
「
失
わ
れ

た
世
代
」
に

つ
い
て

間
目
抄
錆
仰
口
写
本
対
校
誌
に
正
誤
表 こ

六
、
八
十

J

J
V
J
l人

1

・
里上望

主民

i
t
t
sあ

が

き

t
t
t
t

海本

見

泰

穏

谷

川

義

浩

山

智

孝

俣

康

光是

正

月田

昌

と

勇

こ
こ
に
棲
神
五
十
年
を
回
顧
し
た
。
い
ま
諸
先
賢
に
よ
り
書
き
継
が
れ
て

き
た
論
稿
を
拝
す
る
と
き
、
そ
れ
は
期
せ
ず
し
て
そ
の
時
々
の
日
本
仏
教
学

界
の
或
は
わ
が
教
団
内
の
、
関
心
と
様
相
を
示
す
特
異
な
編
年
史
的
史
料
を

な
し
て
い
る
。
ま
た
復
刊
号
以
来
、
新
た
に
登
場
し
た
人
文
諸
科
学

・
自
然

諸
科
学
に
し
て

L
、
す

べ
て
問
題
学
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
労
作

で
あ

る。

「
貧
な
れ
ど
も
想
い
は
高
く
」
。
ま
こ
と
棲
神
こ
そ
泥
中
に
聞
く
蓮
華

一
輪
と
誇
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
棲
神
が
今
後
ま
す
／
＼
、
価
値
高
く
、
内
容
の
充
実
と
発
展
す
る
た
め

に
、
読
者
各
位
の
御
慨
砧
と
御
協
力
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（同
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町 猪秋長

回

幹孝

田.._,, 

明林 大

森

淑妙昌浩正勇孝妙

是

望室上

一本

田イ主月

I毎

長
谷
川

義

打
J

是

田

堀大

森

室

住




